
はじめての議会対応が不安…

議会のルールを知りたいけれど時間がない…

議員とはどのように付き合えばいいのか…

議会の準備は何をすればいいんだろう…

答弁で間違ったことを答えてしまったら…

どうしよう!?
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そんな悩みを
この1冊で解決！

特長①　議会対応のポイントを厳選！
　 これだけは知っておきたい・押さえておきたい議会
対応のポイントを1冊にまとめました。

特長②　1時間で読める・わかる！
　 忙しい読者の皆さんができるだけ短時間で読めるよ
うに、コンパクトに解説しています。

特長③　大きい文字で読みやすい！
　 読みやすさを重視して、大きな文字サイズを採用。
目に優しく、読者への負担にも配慮しています。
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はじめに

　近年、管理職になりたがらない自治体職員が増えているそ
うです。理由は様々ですが、その1つは職位が上がることに
伴う責任の重さを感じるからです。
　管理職として責任の重い業務といえば、やはり議会対応で
しょう。避けて通れない業務ですが、管理職になって間もな
い職員の中には、不安やプレッシャーを抱え、議会の度に頭
を悩ませている方も多いのではないかと思います。

　議会対応が難しいと感じる理由としては、①議会や議員の
ことを体系的に教えてもらう機会がなかった、②誰に聞けば
よいのかわからず、理解できていないまま見よう見真似で来
てしまった、③40～ 50代の忙しい世代にとって、勉強す
るまとまった時間が取れない、などが考えられます。

　また、最近はどの自治体も女性管理職を増やす傾向にあり
ますが、公務員としてのキャリアパスを見ると、男性職員と
のジェンダーギャップが存在します。地方議会はまだまだ高
齢男性中心の構成ですので、女性職員が管理職になると議員
の相手は荷が重いと感じるのではないでしょうか。

　そこで本書は、管理職になって間もない方や、管理職とし
て議会対応に不安を抱いている方に向けて、議会や議員のこ
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とをなるべくわかりやすく書きました。1項目を約1分で読
める文字量とし、約1分×61項目＝約1時間で一通りの議会
対応について習得できるように構成しています。
　それでも本を読む時間がなかなか取れない方や、長時間の
読書が難しくなってきた方には、確認したい項目だけさっと
目を通していただければと思います。

　さらに、この本の特色として、著者がこれまで全国の地方
議員と接してきた中でつかんだ、議員と良好な関係を築くた
めの心構えや会話の技術なども紹介しています。ですので、
議会の法的な解説書や答弁事例集とは一線を画す、管理職が
最低限押さえておきたいポイントを厳選した指南書とお考え
ください。ただし、それぞれの自治体や議会において先例や
申し合わせがある場合は、そちらを優先してください。

　議会対応を「難しい」から「易しい」に変えることが本書
のねらいです。今、この本を手に取っていただいたあなたに
もぜひ実感していただければと思います。
　なお、本書に記載されている内容は、あくまでも著者個人
の見解であり、所属する団体や組織の見解ではないことを申
し添えます。
　本書が、議会対応に自信を持ちたいと願う、多くの管理職
のお役に立てれば幸いです。

 北村 純一
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第 1 章　議会事務局経験者だからわかる!　議員との付き合い方

新人・中堅・ベテラン議員、
それぞれの対応ポイント

3
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　4年ごとの議員改選後、顔ぶれを眺めて、これからどう対
応していくべきか思案するのが管理職の務めです。ここでは、
新人・中堅・ベテラン議員に分けて対応を紹介します。

　まず、新人と言われる1期目の議員です。フレッシュな新
人は、住民の期待値から得票数が伸びて上位当選することが
あります。その選挙結果をもとに「議会を変えてやるぞ」と
意気込んでいる方もいます。ただ、公職や法曹職の経験者で
もないかぎり、議会や行政のルールは知らない初心者です。
初登庁後、どのように動かれるのかを一歩引いて見極めます。

　次に、中堅と言われる2期～ 3期目の議員です。1期目よ
りも得票数が伸びず、選挙で苦労する議員もいます。ただ、
議会の習慣にも慣れ、委員長や副議長等の役職を経験してい
る場合があります。中堅議員の情報は、執行機関もつかめて
いるので、先輩管理職に確認しておきましょう。

　最後に、ベテランと言われる4期目以上の議員です。常に
当選してくる安定した地盤があり、議長や議会運営委員長等
の議会の要職や会派の長を複数回経験している場合がありま
す。執行機関の職員からも一目置かれる存在ですから、可能
なら信頼関係を築けるようなパイプづくりを模索しましょう。
　議員と関わった経験が少ない場合、素性や特徴があまりわ
からないと思いますので、なるべく早い段階で情報収集する
ことが肝要です。
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第 4 章　一般質問・質疑対応は「準備」が 割 　答弁のポイント

議員の一般質問に
「すべて」答弁する
必要はない

5
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　議員の一般質問には、すべて答弁しなければいけないと
思っていませんか？　実際には答弁を留保してもよい場合が
あります。

　まず、一般質問の対象や範囲を超えた質問をしてきた場合
です。標準会議規則では、「議員は、（県・市・町村）の一般
事務について、議長の許可を得て質問することができる」旨
を規定し、対象や範囲を定めています。
　対象外の例として、地方公社や一部事務組合の業務につい
ては、当該団体への出資や理事への就任等、密接な関係にあっ
たとしても別の団体であることから、質問することは一部を
除き認められないと解されています。
　もし、議員が対象や範囲を超えた質問通告をしてきた場合、
議会事務局で内容を精査したうえで、議長が質問通告を認め
ません。このことから、一般質問で対象や範囲を超えること
は基本的に考えにくいでしょう。

　一方、時々起こりうるのは、質問通告制をとっているにも
かかわらず、質問中に議員が一方的に質問内容を変更する場
合です。
　例えば、自身より前の議員の質問と説明員の答弁を聞いて
突然質問内容を変更したり、引用して通告外の質問をしてく
る場合です。執行機関は、すぐに答弁することが難しいので、
答弁を留保してもかまいません。なお、このような質問が過
度に続くと、議長が注意や発言中止を命じる場合があります。
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　ここでは、一般的な常任委員会への付託について確認しま
す。なお、常任委員会の権限として、調査権※1と審査権※2が
ありますが、今回は審査権に基づく流れとなります。

❶委員長による委員会招集（原則、会期中に限る）を議長
へ通知

❷議長が長へ出席要求（委員長に出席要求権はない）
❸招集日時に議員（本来は委員と言う）及び執行機関の説
明員が出席

❹委員長による開会宣告（事件を議題とする）
❺説明員による議案説明（委員会に長は出席しない自治体
が多い）

❻議案質疑を行う
❼委員による議案修正発議（連合審査会を行う場合あり）
❽議題に対し、議員が賛否の意見表明をする討論
❾議員による表決（委員会は本会議と違い過半数議決のみ）
10委員長による閉会宣告
11委員長が委員会報告書を議長へ提出
12本会議に戻り、審査の経過と結果を委員長が報告

　以上の基本的な流れは、自治法109条2項や会議規則、委
員会条例で決まっていますので、事前に確認しておきましょ
う。

※1 所管事務調査、自治法100条に基づく調査
※2 議案、請願等を審査する権限
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第 5 章　臨機応変に議論を尽くす!　委員会のセオリー

質疑を受けたら
まず「承認」する

3
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